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１ 　 「たすけあいぐっぴい」の活動経過

　1998年２月に家事や介護のお手伝いをしようと12名の
仲間でワーカーズ・コレクティブたすけあいぐっぴいを
立ち上げました。超高齢少子社会にあっても、安心して
自分らしい人生を送りたいと「困った時はお互い様のた
すけあい」の想いで、コミュニティワークの領域を拡げ
ることをめざしてきました。

２ 　 「ばぁばの家あさだ」との出会い

　西区で一人暮らしをしていた浅田さんが体調を崩し、
ご家族が地域ケアプラザに相談したことから、たすけあ
いぐっぴいがケアマネジャーやヘルパーとして関わるこ
とになりました。その後、一人暮らしが困難となった浅
田さんが息子さんのいる九州に転居、空き家を地域のた
めに使って欲しいとの申し出を受け、私たちのチャレン
ジが始まりました。

３ 　 多世代が自由に過ごせる居場所づくり

　たすけあいぐっぴいの12年余りの活動から、赤ちゃん
から高齢の方までが集えるコミュニティサロンの必要性
は見えていましたが、家賃や水光熱費など必要経費をど
のように捻出するのかが大きな課題でした。しかし、大
変ありがたい申し出は何としても受けたいと、関わる人
はボランティアで毎月のバザーを事業収入の一部とし、
イベントを企画し、地域に私たちの想いを伝え賛同者を
増やす試みを始めました。初めの半年は水光熱費のみ負
担し、家賃は免除してもらい様々な可能性を探ることに
しました。

４ 　 「ばぁばの家あさだ」の始まり

　2010年度は「つどいの家あさだ」として高齢者のティー
サロンを週２回（火・木）開くことを計画しましたが、
なかなか利用に結びつきませんでした。新設された西区
のにこまち助成金に、子育て支援で週２回（水・金）オー
プンする事業計画で申請しました。幸い、立ち上げ資金
や家賃などの必要経費に対して半年で50万円の助成を受
けることができました。電話・パソコンやコピー機など
が整備されホームページを開き、広報活動も始めること
ができました。2011年１月からは週４日、利用者の要望
に沿って高齢者も子育て世代も一緒に交流することと
し、４月からは月～金曜日の週５日10～15時に利用時間
を延ばすことができました。隣家が騒音に対してストレ
スを持つため当面はこの時間帯の利用を考えています。

５ 　 「ばぁばの家あさだ」が大切にしてきたこと

　「ここに来れば誰かに会える。ここがあれば安心でき
る」は、ひよこの保育室で活動経験のあるワーカーがボ
ランティアスタッフとして関わり、親子と接する中で生
み出した言葉で、私たちが日々めざしていることを表し
ています。自由な空気が流れる場づくり、人と人とのつ
ながりや信頼の拡がりを中心におき、生活文化を豊かに

するために年中行事や伝統食などを大切にしています。
「人は一人で生きるようにできていないから社会の中に
居場所が必要」とは家主の浅田淳一さんの考えです。利
用する人、ボランティアスタッフ、そして浅田さんにとっ
ても居場所であると言います。

６ 　 コミュニティワークの領域を拡げるために

　ワーカーズ・コレクティブは働きに対して対価を得て
地域課題を解決する非営利市民事業ですが、ばぁばの家
にあっては人件費は出ないため、スタッフはすべてボラ
ンティアで12人程がシフトを組み運営に参加していま
す。バザーやイベントの際にはたすけあいぐっぴいの
ワーカーや地域の方の支援があります。「できる人が、
できる時に、できることをする」をモットーに、柔軟で
しなやかな発想を力として様々な可能性を拓いてきまし
た。

７ 　 横浜市補助事業を受託

　2012年４月より火～木曜日の週３日は横浜市親と子の
つどいの広場「ぐらんまのいえ」を運営しています。多
世代が交流する中で親子の育ちを見守り、子育てしやす
いまちづくりとなるようめざしてきた実績が評価された
ものです。ボランティアスタッフはこれまで通り、月、
金と火～金の三日間は２階を活用し、12つきのさぷらい
ず、シルバーサロン、手仕事クラブ、編み物教室、バザー
などの活動をしています。

８ 　 神奈川県新しい公共の場づくりのためのモデル事業を開始

　2012年４月より、就労経験のない若者や雇用機会に恵
まれない若者が、活躍できる場を作り出すプロジェクト
として、たすけあいぐっぴいのヘルパーと若者の二人態
勢で、一人暮らしの高齢者などへの家事支援を事業化し
ようというものです。ばぁばの家の２階を事務所とし若
者たちの居場所を作り、多世代との交流が日常化するこ
とで社会と触れ合う一歩となることが期待されます。実
際に準備会の若者がばぁばの家の草むしり、掃除や洗濯
の研修をする中で自然な形で交流が進んでいます。

９ 　 マネジメント機能の充実が課題

　高齢者のティーサロンをイメージして始めた私たちの
活動も２年半余りを経て３つの事業に広がりました。今
年度は、家賃や必要経費は市や県の事業を受けたことで
安定的な確保が可能となりましたが、３事業のマネジメ
ント、地域との連携などのコーディネートを専任でする
ための人件費が確保できないことが課題です。身近にこ
のような居場所があることがこれからの時代に不可欠で
すが、マネジメント力がその可能性を左右します。３年
近くの活動を通して、人と人がつながりにくい時代でも、
きっかけがあれば不可能ではないこと、人が動きつなが
ることでお金では買えない価値の交換を伴うコミュニ
ティ経済の活性化が促進されることが見えてきました。
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